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文献から考察する看護基礎教育における 
国際看護学教育の現状

The Current State of the international nursing science education 
in the nursing basic education to consider from documents

久保宣子・山野内靖子・蛭田由美

要約　本研究の目的は、今後の看護基礎教育における国際看護学教育の課題を検討す
ることである。20 件の研究文献を分析した結果、国際看護学の教育について以下の
示唆が得られた。海外体験（研修）は国際性を備えた看護職の育成のために効果的な
教育方法である。中央教育審議会が学士力として唱える多文化・異文化に関する知識
の理解につながる教育である。必修科目として学部教育に定着してきている。看護基
礎教育における国際看護学教育では、コンピテンシーモデルの構築および能力開発と
いう点で、いまだ不十分である。共通した教育理念や教育目標は見出すことができな
かったことから、コンピテンシーモデルの構築および能力開発、共通した学習目標の
明文化は重要な課題と考える。

I.　は　じ　め　に

わが国の看護職の海外活動は、半世紀以上
の歴史をもち、多くの看護職が海外に派遣さ
れ活躍している1）。こうした中で、看護教育
の役割として、世界の人々が置かれている生
活や健康の現状を理解し、日本の看護職とし
て国際的な看護活動を展開できるような看護
職を育てることが重要となる。2008 年中央
教育審議会は、培う学士力として、「多文化・

異文化に関する知識の理解」を位置付けた2）。
その後 2011 年に文部科学省は、学士課程に
おける看護系人材養成として国際性豊かな人
材養成を目指すこととした3）。

こうした国の方針を受けて、全国の看護師
等学校養成所では大学・短期大学・専門学校
それぞれに教育課程の中に「国際看護学」関
連の教科目を位置付けて授業を展開してい 
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る4）。看護学生を対象とした国際看護学関連
の授業後の学習成果や国際交流活動に関する
意識調査等が行われている。

日本における課題として中越らは、わが国
の看護基礎教育学、助産師教育学における学
習目標は明文化されておらず、実際の教育内
容は各大学によって様々であり、大学により

国際看護・助産教育に大きな差が生じている
ことを指摘し、わが国の特徴をふまえた国際
看護教育プログラムの開発の必要性を提言し
ている5）。

これまでに行われた研究から看護基礎教育
における国際看護学教育に関する研究の動向
や教育の特性を考察した文献はみられない。

II.　研　究　目　的

看護基礎教育における国際看護学教育に関
する研究の動向から、誰を対象にしたどのよ
うな研究が行われ、何が明らかにされている

かを整理し、今後の看護基礎教育における国
際看護学教育の課題を検討することである。

III.　研　究　方　法

1.　研究デザイン

本研究は、文献分析による質的記述的研究
である。
2.　文献の収集方法

国際看護学の教育に関する国内の研究文献
を収集した。文献検索に使用したデーター
ベースは、医学中央雑誌 Web であり、キー
ワードは「国際看護」「教育」を組み合わせ
て 2007 年から 2015 年までの 8 年間の研究文
献を検索した。その中から、国際看護学教育
に関する研究文献を選択した。原著論文に加
えて、報告・資料も分析対象とした。

3.　検討方法

対象となる 20 件を詳細に分析し、著者、
発行年、研究の種類、タイトル、掲載誌、研
究目的、対象者、データ数、研究方法、主な
結果、考察について研究文献ごとに分類し一
覧表にした。さらに、「国際看護教育学に関
する研究の概要」「海外体験（研修）をもと
に国際看護学について明らかになったこと」

「学生の国際看護学に対するイメージや意識
に関すること」「教育機関の国際性を備えた
看護職育成の取り組みについて」検討・整理
した。
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IV.　結　　　　　果

1.　国際看護教育学に関する研究の概要

（表 1）
分析対象とした文献は 20 文献であった。

文献が掲載された年は、2007～2015 年であ
る。2007 年は 4 件、2008 年は 3 件、2009 年
は 1 件、2010 年～2013 年は各 2 件、2014 年
は 4 件、2015 年は 2 件であった。著者数は、
1～8 名であり、共同研究は 14 件であった。
原著論文は 1 文献、資料が 7 文献、報告が 4
文献、実践報告が 3 文献、活動報告・実態調
査・短報・意識調査・研究ノートが各 1 文献
であった。また、20 文献中 8 文献（文献
1･8･10･11･14･15･18･19）では、海外体験（研
修）や国際交流、国際ボランティアの体験を
もとに研究がすすめられていた。その 8 文献
にうち、学士課程の学生を対象にしたものは
5 文献（文献 1･10･11･15･18）であった。研
究の対象は、学士課程の学生を対象にした研
究が 10 文献（文献 1･2･3･4･5･6･9･10･11･15･ 
18）、修士課程の学生を対象にした研究が 2
文献（文献 8･20）、国内の教育機関を対象に
した研究が 2 文献（文献 16･17）、看護師を
対象にした研究が 2 文献（文献 14･19）、看
護学科の教員を対象にした研究が 1 文献（文
献 10）、看護専門学校生を対象にした研究が
1 文献（文献 7）であった。一覧表にして分類・
検討した結果、「海外体験をもとに国際看護
学について明らかになったこと」「学生の国
際看護学に対するイメージや意識に関するこ
と」について研究が行われていた。

2.　海外体験（研修）をもとに国際看護学の

学習について明らかになったこと

1）　海外体験（研修）の渡航先と目的
海外研修等の学生の海外体験（研修）に関

する報告は 6 文献で、そのうち学士課程の学
生 を 対 象 と し た も の が 5 文 献（ 文 献
1･10･11･15･18）、修士課程の学生を対象とし
たものが 1 文献（文献 8）であった。

学士課程の学生を対象にした海外体験（研
修）の渡航先は、カンボジア・タイ・米国・オー
ストラリア・ベトナムが挙げられた。目的は、
必修科目による履修・短期留学・国際交流・
国際ボランティアであった。海外体験（研修）
の内容は、5 文献中すべてにおいて現地の施
設見学が行われていた。2 文献（文献 10･15）
では、日本語または日本語通訳で現地の教育
機関において講義が行われていた。レクリ
エーションによる交流・ボランティア・演習
は、各 1 文献で行われていた。

修士課程の学生を対象にした海外体験の渡
航先は、カンボジアで 1 文献（文献 8）であり、
目的は国際保健助産実習あった。

看護師を対象にした海外体験の渡航先は、
開発途上国が 2 文献（文献 14･19）であり、
目的は国際協力活動であった。

2）　海外体験（研修）による学び
学生は、海外体験（研修）の結果、発展途

上国への関心を深め、何らかの形で国際貢献
をしたいと動機付けられ、国際交流が国際貢
献のきっかけになると認識していた（文献
1）。学生が学びを得ている視点は、医療実践・
看護実践・医療スタッフの 3 点に大別された
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は
、

途
上

国
の

医
療

支
援

で
あ

っ
た

。

 8
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
の

国
際

保
健

助
産

学
実

習
に

置
け

る
大

学
院

生
の

体
験

資
料

鈴
木

美
恵

子
20

11
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
の

国
際

保
健

助
産

学
実

習
に

置
け

る
大

学
院

生
の

体
験

を
明

ら
か

に
す

る
半

構
造

的
面

接
を

行
い

質
的

記
述

的
に

分
析

大
学

院
生

3
名

【
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
現

実
を

認
識

す
る

】【
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
医

療
や

看
護

教
育

を
批

判
的

に
見

る
】【

異
文

化
と

し
て

承
認

す
る

】【
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
人

々
に

対
し

て
尊

敬
の

思
い

を
抱

く
】【

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

人
々

に
親

近
感

を
抱

く
】【

日
本

の
医

療
の

現
状

や
自

分
の

生
き

方
を

問
い

直
す

】【
国

際
貢

献
へ

の
動

機
付

け
】

7
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

が
見

出
さ

れ
た

 9
タ

イ
国

、
ブ

ラ
パ

大
学

に
お

け
る

国
際

看
護

論
の

実
施

と
学

習
成

果
活

動
報

告
束

田
吉

子
他

2
名

20
15

日
本

国
と

タ
イ

国
の

保
健

状
況

に
関

す
る

類
似

点
、

相
違

点
お

よ
び

そ
の

背
景

を
理

解
す

る
こ

と
11

項
目

か
ら

な
る

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
看

護
学

科
4

年
生

14
名

他
国

の
状

況
を

理
解

す
る

こ
と

は
、

日
本

の
状

況
理

解
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

た
。

体
験

を
通

じ
て

国
際

的
な

視
野

を
広

め
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
に

つ
な

が
る

学
習

意
欲

が
強

く
意

識
づ

け
ら

れ
た

。

10

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
行

う
看

護
学

生
向

け
サ

ー
ビ

ス
ラ

ー
ニ

ン
グ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
必

要
な

情
報

と
支

援
策

ー
タ

イ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

じ
た

学
習

体
験

評
価

ー

報
告

長
松

康
子

他
7

名
20

07
タ

イ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
行

う
学

生
の

困
難

を
明

ら
か

に
し

支
援

に
つ

い
て

の
資

料
を

得
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

の
逐

語
録

を
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
看

護
学

科
4

年
生

8
名

と
教

員
4

名
学

生
が

直
面

し
た

困
難

は
、

文
化

の
違

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
参

加
の

仕
方

、
異

文
化

に
伴

う
心

身
疲

労
、

看
護

ケ
ア

の
準

備
不

足
や

日
本

と
異

な
る

方
法

で
あ

っ
た

。

11
米

国
メ

イ
ヨ

ー
・

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ン
タ

ー
短

期
留

学
に

お
け

る
学

生
の

体
験

と
学

び
研

究
ノ

ー
ト

･
資

料
石

井
美

里
他

4
名

20
07

学
生

が
ど

の
よ

う
な

視
点

で
学

び
を

得
て

い
る

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
レ

ポ
ー

ト
と

ア
ン

ケ
ー

ト
を

整
理

し
質

的
な

分
析

看
護

学
科

3･
4

年
生

の
35

名
医

療
実

践
・

看
護

実
践

・
医

療
ス

タ
ッ

フ
の

3
点

に
大

別
さ

れ
た

12
英

国
に

お
け

る
外

国
人

看
護

師
受

け
入

れ
研

修
報

告
織

田
由

紀
子

20
08

英
国

に
お

け
る

外
国

人
看

護
師

受
け

入
れ

研
修

に
つ

い
て

報
告

し
、

今
後

の
日

本
に

お
け

る
ヒ

ン
ト

を
提

示
英

国
に

お
け

る
外

国
人

看
護

師
受

け
入

れ
研

修
に

つ
い

て
報

告
看

護
師

日
本

に
お

い
て

も
外

国
人

看
護

師
が

人
権

を
守

ら
れ

な
が

ら
、

そ
の

能
力

を
発

揮
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

必
要

な
の

は
必

至
で

あ
る

。
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番

号
研

究
課

題
種

類
著

者
発

行
年

目
的

方
法

対
象

結
果

13
米

国
私

立
総

合
大

学
看

護
学

部
の

20
07

年
訪

問
調

査
か

ら
研

究
ノ

ー
ト

K
ish

i K
ei

ko
 

Im
ai

20
08

訪
問

調
査

の
目

的
は

、
国

際
学

術
交

流
の

可
能

性
を

検
索

、
米

国
の

看
護

の
変

遷
が

政
策

に
ど

う
影

響
さ

れ
て

い
る

か
理

解
し

、
そ

の
結

果
を

も
と

に
本

校
の

看
護

教
育

・
研

究
に

お
け

る
国

際
交

流
に

つ
い

て
提

言
す

る
こ

と

米
国

私
立

総
合

大
学

看
護

学
部

の
訪

問
調

査
報

告
看

護
教

育
機

関
日

本
に

お
け

る
大

学
の

国
際

人
道

活
動

を
看

護
大

学
教

育
に

と
り

い
れ

る
た

め
の

研
究

と
研

究
成

果
が

必
要

で
あ

る
。

14
国

際
協

力
活

動
中

堅
看

護
職

の
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

獲
得

の
過

程
ー

赤
十

字
国

際
活

動
に

従
事

し
た

看
護

職
の

体
験

よ
り

ー
資

料
大

澤
絵

里
20

10
国

際
協

力
活

動
に

貢
献

す
る

中
堅

看
護

職
が

、
国

際
協

力
活

動
に

必
要

な
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

を
獲

得
し

た
過

程
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

半
構

成
的

面
接

法
を

行
い

、
質

的
分

析
法

中
堅

看
護

職
2

名
異

文
化

で
の

生
活

、
組

織
や

人
間

関
係

の
理

解
に

難
し

さ
を

感
じ

、
自

己
の

価
値

観
を

変
え

る
柔

軟
性

、
活

動
調

整
能

力
、

人
材

管
理

能
力

、
活

動
推

進
の

た
め

の
周

囲
の

サ
ポ

ー
ト

を
得

る
能

力
を

獲
得

し
て

い
た

。

15
海

外
研

修
を

通
し

て
の

国
際

看
護

教
育

ー
学

習
意

欲
の

変
化

と
研

修
満

足
度

ー
実

践
報

告
山

口
善

子
他

1
名

20
13

？
看

護
学

部
学

生
の

国
際

看
護

･
国

際
交

流
に

対
す

る
興

味
・

関
心

・
学

習
意

欲
が

、
海

外
研

修
の

準
備

開
始

前
、

準
備

終
了

後
、

海
外

研
修

終
了

後
で

異
な

る
の

か
と

、
海

外
研

修
の

後
の

満
足

度
に

つ
い

て
検

討

質
問

紙
調

査
票

Fr
ie

dm
an

検
定

お
よ

び
W

ilc
ox

on
の

符
号

付
順

位
検

定
看

護
学

部
2

年
生

77
名

国
際

看
護

･
国

際
交

流
に

対
す

る
興

味
・

関
心

・
学

習
意

欲
は

、
海

外
研

修
前

準
備

後
に

高
ま

り
、

海
外

研
修

参
加

後
は

全
員

が
研

修
に

対
し

満
足

し
て

い
た

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

16
わ

が
国

の
看

護
基

礎
教

育
に

お
け

る
国

際
看

護
教

育
の

現
状

と
課

題
資

料
中

越
利

佳
他

4
名

20
14

わ
が

国
の

国
際

看
護

教
育

の
実

施
状

況
と

国
際

性
を

備
え

た
看

護
師

に
必

要
な

能
力

を
明

ら
か

に
し

、
看

護
基

礎
教

育
に

お
け

る
国

際
看

護
教

育
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

た
め

の
基

礎
資

料
と

す
る

自
記

式
質

問
紙

調
査

SP
SS

国
内

の
看

護
系

大
学

72
校

大
学

院
の

み
で

国
際

看
護

・
国

際
看

護
関

連
科

目
を

開
講

し
て

い
る

大
学

は
な

か
っ

た
。

学
部

教
育

で
、

国
際

看
護

・
国

際
看

護
関

連
科

目
を

開
講

し
て

い
る

69
大

学
で

の
必

修
・

選
択

科
目

別
で

は
、

必
修

科
目

と
し

て
約

70
%

、
選

択
科

目
で

は
約

90
%

、
ま

た
、

海
外

演
習

は
約

70
%

で
開

講
さ

れ
て

お
り

、
必

修
科

目
と

し
て

の
国

際
看

護
が

学
部

教
育

の
授

業
科

目
と

し
て

定
着

し
て

き
て

い
る

。
国

際
性

を
備

え
た

看
護

師
に

必
要

な
能

力
は

、
7

項
目

あ
げ

ら
れ

た
。

17
看

護
基

礎
教

育
に

お
け

る
英

語
教

育
の

実
態

調
査

ー
全

国
看

護
系

大
学

・
短

期
大

学
･

専
門

学
校

の
調

査
結

果
か

ら
ー

実
態

調
査

口
元

志
帆

子
他

1
名

20
09

看
護

基
礎

教
育

に
お

け
る

英
語

教
育

の
現

状
を

把
握

す
る

質
問

調
査

国
内

12
4

機
関

教
育

機
関

に
よ

り
、

英
語

教
育

が
量

的
・

質
的

に
異

な
る

傾
向

が
あ

る

18
国

際
看

護
学

実
習

前
後

の
学

生
の

意
識

の
変

化
資

料
須

藤
恭

子
他

1
名

20
14

国
際

看
護

学
実

習
前

後
の

学
生

の
意

識
の

変
化

を
明

ら
か

に
す

る
自

記
式

質
問

紙
調

査
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
看

護
学

部
4

年
生

10
1

名

国
際

看
護

学
実

習
は

、
学

生
に

蓄
積

さ
れ

た
国

際
看

護
学

の
基

礎
的

理
論

的
な

知
識

を
具

現
化

す
る

の
に

効
果

的
な

教
育

方
法

の
ひ

と
つ

で
、

看
護

基
礎

教
育

で
学

ぶ
本

質
や

看
護

の
あ

り
方

を
効

果
的

に
体

験
で

き
、

国
際

性
の

育
成

の
た

め
の

早
期

体
験

と
し

て
の

役
割

を
有

し
て

い
た

。
国

際
看

護
学

実
習

に
関

す
る

意
識

が
3

因
子

、
国

外
実

習
へ

の
期

待
と

そ
の

達
成

で
は

4
因

子
、

国
外

実
習

へ
の

不
安

で
は

3
因

子
、

国
外

実
習

の
準

備
で

は
4

因
子

が
明

ら
か

と
な

り
、

実
習

前
後

で
の

変
化

が
み

え
た

。

19
国

際
看

護
コ

ラ
ボ

レ
ー

タ
ー

に
必

要
な

能
力

モ
デ

ル
構

築
と

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

原
著

林
直

子
他

3
名

20
08

日
本

人
国

際
看

護
コ

ラ
ボ

レ
ー

タ
ー

が
認

識
す

る
、

活
動

上
の

課
題

･
問

題
と

継
続

学
習

の
ニ

ー
ズ

を
明

ら
か

に
し

、
国

際
看

護
コ

ラ
ボ

レ
ー

タ
ー

に
必

要
な

能
力

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

こ
と

、
国

際
看

護
コ

ラ
ボ

レ
ー

タ
ー

に
必

要
な

能
力

を
育

成
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
大

学
院

修
士

課
程

レ
ベ

ル
）

を
開

発
す

る
こ

と

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
に

基
づ

き
半

構
成

的
個

別
面

接
を

行
い

、
分

析
・

カ
テ

ゴ
リ

ー
抽

出

一
年

以
上

国
際

看
護

協
力

の
活

動
に

関
わ

っ
た

者
、あ

る
い

は
関

わ
っ

て
い

る
専

門
家

の
27

名

大
学

院
教

育
に

お
い

て
は

、
国

際
看

護
コ

ラ
ボ

レ
ー

タ
ー

に
必

要
な

能
力

お
よ

び
活

動
へ

の
影

響
因

子
と

し
て

「
基

礎
的

資
質

と
知

識
」

と
「

国
際

協
力

を
展

開
す

る
上

で
求

め
ら

れ
る

能
力

」
大

別
さ

れ
る

55
カ

テ
ゴ

リ
ー

を
抽

出
さ

れ
た

。
ま

た
、

教
育

目
標

7
項

目
を

定
め

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

た
。

教
育

目
標

は
、

①
国

際
看

護
に

関
す

る
基

本
的

資
質

を
基

に
専

門
的

な
知

識
を

深
め

る
②

国
際

協
力

専
門

分
野

に
お

け
る

看
護

課
題

に
対

し
て

、
異

な
る

文
化

、
社

会
・

経
済

、
保

健
医

療
看

護
シ

ス
テ

ム
等

を
ふ

ま
え

て
的

確
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

③
協

力
相

手
国

の
看

護
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
協

力
・

支
援

計
画

が
で

き
る

④
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

協
力

関
係

を
築

き
、

実
践

モ
デ

ル
と

な
り

、
相

談
、

教
育

的
機

能
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
⑤

目
標

達
成

の
た

め
人

的
、

物
的

資
源

を
活

用
、

開
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（文献 11）。異文化での生活、組織や人間関
係の理解に難しさを感じ、自己の価値観を変
える柔軟性、活動調整能力、人材管理能力、
活動推進のための周囲のサポートを得る能力
を獲得していた（文献 14）。国際看護 ･ 国際
交流に対する興味・関心・学習意欲は、海外
研修前準備後に高まり、海外研修参加後は全
員が研修に対し満足していたことが明らかに
なった（文献 15）。学生が直面した困難は、
文化の違い、コミュニケーション、ボランティ
ア活動の参加の仕方、異文化に伴う心身疲労、
看護ケアの準備不足や日本と異なる方法で
あった（文献 10）。

国際看護学実習は、学生に蓄積された国際
看護学の基礎的理論的な知識を具現化するの
に効果的な教育方法のひとつで、看護基礎教
育で学ぶ本質や看護のあり方を効果的に体験
でき、国際性の育成のための早期体験として
の役割を有していた（文献 18）。

大学院教育においては、国際看護コラボ
レーターに必要な能力および活動への影響因
子として「基礎的資質と知識」と「国際協力
を展開する上で求められる能力」大別される
55 カテゴリーを抽出された。また、教育目
標 7 項目を定めた教育プログラムを作成し
た。教育目標は、① 国際看護に関する基本
的資質を基に専門的な知識を深める ② 国際
協力専門分野における看護課題に対して、異
なる文化、社会・経済、保健医療看護システ
ム等をふまえて的確なアセスメントができ
る ③ 協力相手国の看護ニーズに対応した協
力・支援計画ができる ④ カウンターパート
と協力関係を築き、実践モデルとなり、相談、
教育的機能を果たすことができる ⑤ 目標達
成のため人的、物的資源を活用、開発し、課

題を解決へと方向付けることができる ⑥ 国
際看護協力の成果に対する評価研究ができる
⑦協力相手国の独自の方式による看護開発を
支援できる、の 7 項目である（文献 19）。

2.　学生の国際看護学に対するイメージや

意識に関すること

看護学科 3 年課程の 108 名の学生を対象に
した国際看護論の授業後アンケート結果によ
ると「関心事項」は 109 件の回答があり、諸
外国の保健事情や生活、教育に関する事項が
多かった（文献 2）。「看護の役割」は 110 件
の回答があり、疾病予防、健康教育の必要性
が最も多かった。学生 41 名を対象にした研
究では、多くの学生は講義終了後に自身に変
化があったと回答し、視野の広がりや多様性
の気づき、世界に対する思考の深まりなどの
効果があった。ほかに、国際医療や海外につ
いてもっと知りたいなどの興味関心を引き起
こす効果もあった（文献 3）。124 名を対象に
した看護学教育における国際交流活動に関す
る学生の意識調査では、海外志向の学生が多
いことが明らかになった（文献 4）。受講前
の学生の「国際看護」に対するイメージを調
査し、学生の抱く国際看護への認識を分析し
た研究では、最も多い国際看護のイメージは、
途上国の医療支援であった。学生の認識や関
心は総じて高く広い視点から捉えられてい
た。授業提供側の準備が不備であることを課
題として指摘している（文献 7）。

3.　教育機関の国際性を備えた看護職育成

の取り組みについて

2009 年にわが国の看護系教育機関（大学
20 校、短期大学 7 校、3 年制専門学校 97 校）
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124 校を対象に行われた調査では、教育機関
により、英語教育が量的・質的に異なる傾向
があること明らかになった（文献 17）。

2013 年 12 月～2014 年 1 月にかけて中越に
よって行われた調査によると、全国看護系大
学 72 校の国際看護および国際看護関連科目
のカリキュラムについて、学部教育において
のみ国際看護・国際看護関連科目を開講して
いる大学が 51 校、学部と大学院両方で開講
している大学は 18 校、どちらも開講してい

ない大学は 3 校であった。大学院のみで国際
看護・国際看護関連科目を開講している大学
はなかった。学部教育で、国際看護・国際看
護関連科目を開講している 69 大学での必修・
選択科目別では、必修科目として約 70%、選
択科目では約 90%、また、海外演習は約
70% で開講されており、必修科目としての
国際看護が学部教育の授業科目として定着し
てきていることが推察される（文献 16）。

V.　考　　　　　察

1.　分析対象とした研究文献の概要につい

て

今回の研究で分析対象とした研究文献が、
資料・報告・実践報告が中心となったことは、
2008 年の中央教育審議会や 2011 年の文部科
学省の指針がだされてからそれほど年数が
たっていないことが関連していることが推測
された。

海外体験（研修）による学びの効果や困難
および学生の国際看護に対するイメージや意
識に関することについて明らかにされてい
た。多くの看護系教育機関が、学生の反応・
学びを集約して教育目標を明らかにしようと
考えている。しかし、共通した教育理念や教
育目標は見出すことができなかった。このこ
とから、多くの看護系教育機関が、国際性を
備えた看護職の育成のために、コンピテン
シーモデルの提示およびコンピテンシーを育
成するための教育モデルを、明確にできずに
試行錯誤の段階であり、国際看護学に関する
基礎教育では、コンピテンシーモデルの構築

および能力開発という点で、いまだ不十分で
あることが推測される。

2.　海外体験（研修）をもとに国際看護につ

いて明らかになったこと

国際看護とは ① 国際協力としての地域保
健ケア・母子保健ケア ② 国際協力としての
医療機関における技術協力 ③ 災害時緊急援
助における看護 ④ 看護教育への支援 ⑤ 看
護・医療制度構築のための連携 ⑥ 在留外国
人等、異文化を背景に持つ人々への看護を含
むものといえる7）。

海外体験（研修）をした学生は、自国とは
異なる国の保健医療施設見学・講義・レクリ
エーションによる交流・ボランティア・演習
などにより、発展途上国への関心を深めてい
た。また、異文化での生活、組織や人間関係
の理解に難しさを感じ、自己の価値観を変え
る柔軟性、活動調整能力、人材管理能力、活
動推進のための周囲のサポートを得る能力を
獲得していることが明らかとなった。看護学
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教育において、学習意欲が学習活動に、学習
活動が学習成果とそれに対する満足感に影響
し、それらはまた学習意欲へと循環するとさ
れる8）。それを裏付けるように海外体験（研
修）をした学生の満足感は高い傾向がみられ
た。また、学生は海外体験（研修）において
困難も同時に感じていた。しかしながら、学
生は困難を感じながらも複数の能力を獲得し
国際貢献をしたいと動機づけになっていたこ
とから、海外体験（研修）は国際性を備えた
看護職の育成のために効果的な教育方法であ
ることが示唆された。

3.　学生の国際看護に対するイメージや意

識に関すること

「国際看護」に関する講義を受講後、視野
の広がりや多様性の気づき、世界に対する思
考の深まりなどの効果があった。ほかに、国
際医療や海外についてもっと知りたいなどの
興味関心を引き起こす効果もあったことが明
らかになった。国際看護は、国や地域、民族
間の保健医療・健康・看護の格差是正と多様
な文化・価値観共存とを究極の目的として、
一国の看護職者だけでは解決できない看護や
保健上の問題、および世界共通の看護課題に
取り組む学問6）である。自国以外の保健事情
や生活、教育に関心を持ち、看護の役割とし
て、疾病予防・健康教育の必要性を認識でき

ることは、中央教育審議会が学士力として唱
える多文化・異文化に関する知識の理解につ
ながっていくことが示唆された。

4.　教育機関の国際性を備えた看護職育成

の取り組みについて

中越ら5）は、わが国の看護基礎教育学、助
産師教育学における学習目標は明文化されて
いないことをわが国の国際看護学教育の課題
として指摘している。看護系教育機関におい
て、英語教育にのみに注目しても施設間の差
が明らかになった。必修科目としての国際看
護が学部教育の授業科目として定着してきて
いることが推察され、共通した学習目標の明
文化は重要な課題と考える。

在日・来外国人も多くなり、日常的に多国
籍の人々へのヘルスケアが求められ、グロー
バル社会における人材育成が急がれる。これ
からの看護は、互いの生活している文化に敬
意を払いつつグローバルにどう協力していく
かが重要となる。丸井らも、国際看護におい
ては、世界の多様な文化を考慮した看護を考
え、実践することは必要不可欠と主張してい
る9）。これまでの日本の看護の基盤となる教
育を見直し、文化社会情勢に合った新たなる
コンピテンシーモデルの構築は、将来を見据
えた看護教育の変革の一途となる。

VI.　お　わ　り　に

1.　国際看護学に関する基礎教育では、コ
ンピテンシーモデルの構築および能力開発と
いう点で、いまだ不十分であることが推測さ

れる。
2.　海外体験は国際性を備えた看護職の育

成のために効果的な教育方法であることが示
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唆される。
3.　自国以外の保健事情や生活、教育に関

心を持ち、看護の役割として、疾病予防・健
康教育の必要性を認識できることは、中央教
育審議会が学士力として唱える多文化・異文
化に関する知識の理解につながっていくこと

が示唆される。
4.　必修科目としての国際看護が学部教育

の授業科目として定着してきていることが推
察され、共通した学習目標の明文化は重要な
課題と考える。
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